
福田葵さんと私 

面白くて不思議な可愛い人 

Q班、千田修平 

１．印象文 

 僕が初めて見た時思ったのは、なんかかわいい子だなということです。そしたら、実は同じ

高校の後輩でした。高校では知らなかったので新鮮でしたし、親近感が湧きました。でも葵さ

んは僕を知っていたので、すいませんでした。 

 茶道部に入っていたと聞いて、なんて女の子らしい女の子なんだ！と思いました。いつかお

茶を作ってもらいたいです。（笑）今はスキー部に入っていて写真部にも入っているとも聞きま

した。僕も高校では写真部に入っていたので、なんだかもっと親近感が湧きました。 

 実はよく遅刻すると聞きました、しっかりしてそうだなと思っていたので驚きました。ギャ

ップでした。僕もよく遅刻するので親近感が湧きました。 

 けど散歩に行った時はちゃんとカメラを持ってきてくれていたのでやっぱりしっかりしてる

なぁと思いました。親近感が薄れました笑 

 葵さんとはクラスも一緒なんですが、色んな人に気遣いができていて、いつも優しい人だな

と思います。 

 

２．葵さんの趣味などについて 

 スキー部に入っているということでしたが、スキーは少しだけやったことがあるとのことで

した。今はシーズンではないとのことですので、走ったりとか筋トレとかしたりして体力作り

をしているらしいです。僕も最近はやっていませんがスキーとかボードとかやっていたので今

年は行きたいなーと思いました。葵さんにも楽しんできてもらいたいです。 

 写真部についての話ですが、一眼レフは持っていなくて部のカメラを借りて撮影をするとの

ことでした。しかし、部のカメラは調子が悪いとのことで修理に出さなくてはいけなくて今は

使えないそうで、大変だなと思いました。 

 それから好きな音楽について聞きました。Mr.Childrenとテイラー・スウィフトが好きとのこ

とでした。いい曲聴いてるなと思いましたし、センスあるなぁと思いました。僕もこれから聴

いていこうと思いました。 

 音楽つながりで何か楽器をやっているのか聞くと、３歳からピアノをやっているとのことで

素晴らしいなと思いました。ピアノも弾けるなんてやはり女の子らしい女の子だなと思いまし

た。いつかピアノを弾いているところを聴いてみたいです。 

  

 



３．特に聞きたいテーマ：映画について（変更）  

 最初は音楽やサークル活動のことについて聞こうと思っていましたが、葵さんがとても映画

が好きそうな感じがしたので、映画について聞こうと思いました。 

 理由は３つあり、僕も映画を観るのが好きということ、葵さんの観てる映画が意外とマニア

だったこと、オススメを教えてほしかったこと、です。 

 例えば、どんな映画が好きなのかとか、どんなところが好きなのかとかを聞いていきたいで

す。 

 

４．映画についてきいてみた 

 僕はとりあえず、葵さんが以前好きだと言っていた「ジョー・ブラックをよろしく」と「コ

ンタクト」を観てみました。 

 「コンタクト」は僕も好きなジョディ・フォスター主演の映画でした。宇宙をテーマにした

題材で 10年くらい前の映画なんですが画がとても奇麗で感動しました。内容は、「宇宙に興味

のあった女の子がその類いの研究者になり、ある日宇宙から信号が送られる。その信号は宇宙

船の設計図を示していたことがわかるが、宇宙からの信号や宇宙船を巡って、名誉や地位、宗

教などの問題が錯綜する。」という感じです。上手く伝えられている自信がありませんが。。。 

ただグラフィックの奇麗な宇宙映画ではなくて、人間同士のぶつかり合いや、何を信じるのか

ということ、など考えさせられることも多いのです。ラストシーンは僕も葵さんもお気に入り

で、すごくいいので、ぜひ観ていただきたいです！ 

 「ジョー・ブラックをよろしく」はブラット・ピット主演の恋愛モノでした。人間に恋をし

てしまった死神が人間界を過ごす数日を描いているんですが、これもすごく面白かったです。

内容は、「若者にとり憑いた死神が、死期の迫った人間と共に数日を過ごすのだが、その人間の

娘に恋をしてしまい、彼女も徐々に惹かれていく。しかし彼女と一緒にいるためには、彼女の

ことも死なせなくてはならない。愛とは何なのか、人間に興味を持った死神の数日」といった

内容なのですが、やはり上手く伝えるのは難しいです。実際に観ていただいて一緒に悩んでほ

しいです。特に好きなシーンは最初のさよならするシーンなんですけど、観ててこっちが恥ず

かしくなるくらいはわわわ！！って感じで僕も恋愛したいなぁと思いました。（笑） 

 どちらも観てて考えることが多かったし、内容も濃くて見応えあるなぁと思いました。そし

て何よりどちらも面白かったです。葵さんにもお気に入りのシーンを聞いてみると、同じシー

ンがお気に入りで、やはり共感できるところがたくさんだぁと思いました。（笑）というのは冗

談でみんながいいなぁと思えるシーンのある、いい映画だなぁと思いました。それと同時に、

こんないい映画をオススメしてくれた葵さんはやはりセンスあるなぁと思いました。 

 また偶然「バットマンライジング」という映画を２人とも最近観ていて驚きました。アクシ



ョンもみるんですね！バットマンはアクションが凄くてかっこいいんです！ダークヒーローと

いう立場ゆえに、善にも悪にも嫌われてしまっても正義を行うバットマン。ニューヒロイン登

場や、ゴッサムシティ全土での戦い、ラストの爆弾は・・・とこれまた面白いので、ぜひ観て

ください！ 

 なぜそんなに映画を観るのか聞くと、映画は家でWOWOWに入っていて、そのため家族と

一緒に小さい頃から観ていて今もよく観るそうです。最近は少ないですが、映画館にもよく行

っていたそうです。もちろんポップコーンは食べるんですが、味はハーフ＆ハーフを食べるそ

うです。サイズはMということで可愛らしいですね。僕はいつも Lサイズの塩味を頼むんです

が、この前は映画が始まる前に半分くらい食べてしまっていて驚きました。（笑） 

 話してる時感じたことは女の子らしくていいなぁってことと、なんか趣味が合っていてうれ

しいなぁってことでした。やはり、話をしていて話しやすいのです。なぜかというと面白いか

らです。最初に話を聞いていた時は、「哀愁漂う感じが好き」といっていたんですが前回インタ

ビューをしたときは「今週はポップな気分なんですよ」といっていたので、なんだか面白いけ

ど不思議な子だなぁと思いました。（笑） 

 

５．まとめ  

 今までの話合いを通して葵さんのイメージが少し変わりました。最初は女の子っぽい女の子

でかわいい子だなぁと思っていたんですが、実は少しちがうんです。スキー部入っていて結構

運動をしていてスポーツに勤しんでいるし、ピアノは３歳からやっていて、音楽は聴くほうも

演奏するほうも好き。高校では茶道部と、大人な趣向も持ち合わせている。 

 そして映画が好きということ、このことがとても印象的です。観ている映画は内容が深いし、

シリアスなモノでした。凄く意外でしたが、とてもいいセンスでした。 

 福田葵さんは可愛らしい女の子ですが、同時に内容の深い、いい映画をみていて大人らしさ

もありながら不思議な感じを残した、面白い人です。 

 僕ももっと映画を観て深い話をしたいし、彼女のように面白くなりたいです。 

  

６．文化とコミュニケーション 

 文化とは、その人の生活に深く関わっているもので、その人の性格や趣味を形成していくも

のであり、生活環境や周りの人々のことだと思います。 

 コミュニケーションとは、人と人との関わりであり、自分と相手、お互いがわかり合うため

の手段だと思います。その方法は様々で、面と向かって話したり、メールとか電話とかしたり、

今回であれば共通の映画を観たり、とその人に近づいていこうとすることがその人とコミュニ

ケーションをとることなのかなと思いました。 



７．この授業の感想 

 始めは班を作って散歩に行くということで、知っている人がいなかったので、班の人と仲良

くなれるか不安な気持ちがありました。ですが授業を重ねる度に、班の人と話をしたりして仲

良くなっていく感じがしたので不安は無くなりました。 

 Q班は話を上手く進められる人がいないので、みんな静かになっちゃうときがよくあります。

最初は何か話さなきゃと思ったりしていたのですが、最近はこんな感じが Q班っぽいなぁと思

ったりもします。 

 アランさんは何か話し合う時などいつも真面目に考えてくれてました。もうすぐ韓国に帰っ

てしまうというのが残念です。葵さんのレポートで食べ物の話で盛り上がったとあったので、

その話を僕もしてみたいです。 

 ワンさんはまだ日本にきて間もないので、日本語を間違えるときもあるけど一生懸命インタ

ビューしてくれていました。僕が好きなバンドとかにも興味をもってくれたみたいなのでうれ

しかったです。僕もワンさんが好きなサッカーとかについてこれからもっと知りたいです 

 葵さんは僕のインタビューに面白い答えを返してくれました。この授業で大きく印象が変わ

ったのでペアワークできてよかったなと思います。オススメの映画もたくさん教えてもらった

ので、全部観て、僕もオススメの映画をたくさん教えてあげたいです。 

 この授業では、少数の人と深く関わるコミュニケーションをとることができました。人によ

って、どう接していけばよいか、ということは変わっていきます。そのことを頭におきながら、

これから接していく一人一人の人と深く関わっていきたいです。 


